
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような取組を行ってきた成

果として，３～6年生に行ったアン

ケート調査では肯定的評価（とても

あてはまる，ややあてはまる）が，昨年と同様に全体として非常に高く

なっています。 

関心・意欲に関する項目では，全員が肯定的回答をしており，学習へ

の意欲が高いことが伺えます。（グラフ1） 

また，「やり取り」に関する項目においても，「とてもあてはまる」と

答えた児童の割合が６月に実施したアンケート結果を上回っており，向

上が見られました。（グラフ２） 

しかしながら，英語表現を聞いて内容を推測することに関する項目で

「とてもあてはまる」と回答した児童の割合が６月に比べて減少してい

ます。（グラフ３）昨年度もこの項目では同様の推移が見られましたが，

学年末には回復しました。これは，年度の中頃に学習する単元では，児

童にとって推測しづらい新しい表現を多く扱うものが続き，学年末にな

るとそれらの表現に慣れてくるためと分析しています。 

これらの結果から，「これはこういう意味だ」ということが明確にな

らなくても，その曖昧さに耐え，やり取りを何とか続けようとし，学習

に積極的に取り組もうとする姿勢が育っていると考えます。 

 今後も引き続き，児童が「話したい，表現したい」と思える学習活動

とはどんなものかをさらに探求していくこと，学習の評価をどのように

行うかを具体的にし，指導に反映していくこと，指導者の英語力向上の

ための研修を進めることに重点を置き，研修を積んでいきます。  
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 三次市立甲奴小学校外国語活動公開研究会

研究紀要 

  研究主題 

「ふるさと甲奴を誇りに思い， 

    主体的に学ぶ子供を育てる授業の創造」 

  ～対話を生かす外国語活動をとおして～ 

アメリカス市訪問団との交流会 


